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1. はじめに

「日本海・瀬戸内海・太平洋縦断技術士

会」は、前回 2019年の高知県での開催後、

コロナ禍の収束を待ち 4 年ぶりの開催と

なりました。 

2. 概要 

テーマ：『多様な技術者・有資格者（□）

の参画（△）が社会を豊かに（○）す

る。DE＆Iと□︎△○』 

会場：鳥取県／倉吉体育文化会館 

日時：2023年10月21日13:30～16:30 

開会にあたり、倉吉市市長広田一恭様より

来賓の挨拶をいただきました。 

 

■基調講演 

鳥取看護大学看護学部長 田中響教授より

「ＤＥ&Ｉから暮らしやすい社会を目指して～

ひとを育て、まちを育てる技術と技能～」と題

した基調講演をいただきました。 

 

■研究発表 

各県より5つの発表がありました。 

1）鳥取県支部：田子京子様『誰もが活躍

できる社会づくり－ワーク&ライフをマ

ネジメントしよう』 

2）島根県技術士会：三好恵美様『女性技

術者としての歩み』 

3）岡山県支部：佐藤英治様 

『まち歩きによる防災マップづくり』 

4）香川県技術士会：飯田奈緒美様 

『女性技術者が挑戦するインフラ DXの推

進』 

5）高知県支部：松本洋一様『高知県支部

から参加している、「四国なでしこ技術サ

ロン」の活動内容の紹介』 

 

3. 感想 

前回高知での開催も前年2018年に発生した

豪雨災害により開催を1年延期しています。

社会の動向を踏まえて判断することは当然

ですが、今回、お集まり頂いた皆様の様子

や懇親会の盛り上がりから、皆、この機会を

待っていたのだと実感され、開催出来たこと

をうれしく思いました。 

 また、今回のテーマは各県からの発表が



「難しいのでは？」との懸念もありましたが、

基調講演だけでなく各県からの発表内容も

充実し、刺激のある発表でした。 

 

 


